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は土唾改良区の民主化と共に水

利秩序の近代化を促進してい

る。然し現在の並家投資の窮屈

きから見れば，今後計画的な農

民蓄積の自主的活動に侯つ範囲

が広いと思われる。

　水利関係の合理化は，灌緋水

や土地利用の自由化，従って経

営の受容力ないし生産力の増大

とスパイラルの関係に立ってい

る。即ち明治以来の土曜改良，

乾田馬耕，動力揚緋水等々の諸

施策の累積に次いで，今や刈取

機の実用化も近きを予想きせる

ほど機械化の濃度を高めて：来

た。このような水の制御と労鋤

の節約とが経営の合理化や多角

化を可能ならしめ，この可能性

が又水利の改：善を促進してい

る。而してわが麟のおかれてい

る環境は，先づ経営の集約化を

据向きせるけれども，これを如

何に能率化するかは，紙きれた

間題となる。そこに経滋親模な

いし作業単位拡火の笑験が日程．

に上るべき自邸が生じてくる。

　如上のことは単に玉穂農業に

おいてのみならず，今口やかま

しい媛詐問題においても，灌概

はもとよりその他農耕上，水の

問題まで堀下げて解決すべき場

面が多い。かくて濁畑を通ずる

経鴬の近代化は，程度の差こそ

あれ，水を血詠とする一連の関

係に繋がっている。このような

水の問題の経営の場における合

理的解決によって，わが国農業

の発展とその匿界史的意義の発

揚が期待きれるであろう。

（農林省農業技術研究所経営第

三課擾）

適 期

金沢　夏樹

　最近の農業の動きの一つに，

農業経師の億別化の傾向があ

る。この個別化は，例えば副い

部落の種々な結合組織が，生産

力が高まるにつれて，次第にく

つれていくことからも勿論うか

がうことが出来るが，然し，新

らしいかたちで形成きれていた

共同作業，共同糊｛iなども，次

第にくつれていく傾向にあると

いえる。農業機械：D共岡摺用の

くつれは，最近，最も著るしい

傾向の一つと患うが，機賊利薦

台数の増大とともに，それがい

つれも，岡岬所有のかたちに進

んでいると思はれる。

　1日い部落の結合組織が除々に

くつれてゆくのは勿論よろこば

しい。然し，生産手段の利用の

共岡，殊に動力農機貝等の利嗣

の共岡が，個下馴心ないし個劉

所有に進むことは，大いに問題

がある。農機具が次第に小型化

して来たことは，この機甲化の

一表現であろう。

　ところで，一方農業技術の進

歩普及は著るしいものがある。

殊に稲1厨匙帯での按術は，反収

を著るしく安定かつ上昇きせ，

8俵などという反収は最：早平年

作の下という程度の地域も多

い。農民の稲1乍技術を見ると，

それなりにかなり科学的となり

計墨r猷こなって，肥料も，養分

換算で答えてくれる。同時に，

農民はどの伶業についても適期

をいう。従前の農民の適期の概

念は田雛やせいぜい播種の暁期

についてのみ，みられたかと患

う。然し，現在では，墨金も代

掻きも，雲離草も，ミ二審も，追珂巴

も，すべて適期をいう様になっ

たQしかしこうして技術の進歩

普及は，適期を，従来よりも一

層巾のせまいものとして意識き

れてきているQ

　稲f乍の絶対的最大を求める限

りで，技術の進歩は，ますます

適期を巾せまく要求することに

なろう。

　技術の進歩とともに，普及し

た農機異が，次第に個別化して

来たことは，この様な適期の巾

の跨え方に根強く影響されて

いると思う。農襲は，ひとしく

岡じ適1鰍をきけび，圓じf事業方

式のもとに次第に小型の燗購所

有化に移る。藁此，北陸の稲露

地帯の掌るしい一傾向であろ

う。

　：本来農業経営の発展の基本態

度は，その自由度をひろげるこ

とである。殊に稲1乍地帯の課題

の一つは，水闘の高度利網をす

すめることであろう。絶対的適

期の精密きは，今のところ，生

産プ」を著るしく高めてはいるが

この事が，融通のきかぬ鰯甥化

のために，種々の方向に発展す

べき農業経営のうごきを隈止す　．

る1乍用とならない努力をなすべ

きである。趨綱は，梢対的であ

るとともに，経営酌であってほ

しい。

　　　　（璽大農学部勘教授）
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